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犬と の ワンダ ル フ ル な 生 活
弟のいない私にとって、犬は友達であり、家
族だった。

　私が幼い頃、昭和30年代の横浜は、バス以外車
も通らず、市電が走るのんびりした町で、近くには
牛を飼う小規模牧場や養鶏場があり、かぐわしい匂
いが風に乗って漂っていた。
　共働きの両親は私が寝ている間に出勤し、私は一
人で朝食をとり、鍵を閉めて幼稚園に。それに付き
添ってくれたのが、雑種犬の「チビ」。当時、犬は首
輪だけでリードでつながれていなかった。バス停で
三つ先の幼稚園まで一緒に歩き、お迎えのない私は
チビと一緒に帰宅した。帰りまで、チビはどこにい
たのだろう。不思議なことに、いつも門で待ってく
れていた。
　そんなチビが、ある日、突然姿を消した。年老い
たチビは、自分の最後の姿を見せたくないと姿を消
したという。
　以来、我が家は数匹の犬を飼い、犬との生活が
続いた。なかでも、飼い主の大学生が就職して飼え
ないと我が家でもらいうけた柴犬の「マリ」は、自転
車で走って散歩をしていたせいか、歩いての散歩が
できなかった。少しずつ少しずつ歩く距離を伸ばし、
やっと王道の犬の散歩姿に。「ハナコ」は、言葉が
話せた。ほとんどの人が「犬は話せないよ。聞き違
いだ」と言うので、ハナコには数え
きれないほど『こんばんは』と言っ
てもらった。今思えば、『コォンバァァ
ンワ』と言っていたように思う。
　これまで外飼い犬だったが、初め
て室内犬としてミニチュアシュナウ
ザーを飼ったのは、娘たちが高校
生になったとき。きっかけは飲食店
の看板犬、ミニチュアシュナウザー
の「ガース」との出会いだった。マ
スターの苗字は田

た

井
い

さん。阪神タ
イガースの大ファンだったことから、
名前は「田井ガース」。兄弟４頭の
うち、ガースだけが突然変異でミニ

チュアでなく特大（スタンダード）だったが、私たち
夫婦が行くと席の横に陣取り、じっと静かに寄り添っ
てくれた。
　初心者は、ドイツ犬で頑固なシュナウザーは無理
と獣医さんに言われたが、初代イヴ（12月24日生）
は私たちの3番目の子供、3女となった。いやはや、
孫ができてもイヴが一番かわいい私たち。夫が遅く
帰宅すると、家族は誰も出迎えないのに２階から駆
け下りお出迎え。ほふく前進しながら、ちょっぴり
うれションも。かわいくてかわいくて目に入れても
痛くなかったが、16歳になりお別れの時をむかえ、
ペットロスを味わった。
　60代後半となり、犬を飼うのはこれが最後と、2
代目イヴJr.（ジュニア）を迎えた。おりしも私と夫は
相次いで大病を患ったが、なにせ散歩が大嫌いなイ
ヴなので、助かった。2階から下に降りようとせず、
日がな一日リビングのソファー下のベッドとパソコン
台下のベッドで睡眠を満喫している。一番好きなく
つろぎ場所はわが右足太ももで、帰宅すると飛び
乗ってくる始末。8キロもの体重はかなりのもので、
足はしびれ腰は痛くなるが、体ソファーの提供はや
められない。
　犬のいる生活は、ワンダフル。夫婦の会話がなく
なるという世代だが、イヴの話に今日も花が咲く。
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